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昔ばなし紙芝居に関する一考察 : 『おだんごころ










































担しているのだ。紙芝居を囲むようにして演じている人々はとても楽しそうだった。一人では、なかなか演じられな 人も、これによって人前で演じる喜びを得 ことが出来、また、皆で演じると練習を通じて絆が深まりより楽しいのだそ だ。　
また、家庭の中で子どもたちが遊びの一つとして交代に演じ











りはじめて紙芝居が存在するの ある 物語り世界を観客に伝えるとき、その多くを演じ手が担うことになる。同じ作品であっても演じ手により、演じ場所によりイメージが一新することがある。では、紙芝居 、演じ手次第で良くも悪くもな ということなのだろうか。　
紙芝居の歴史をひもとくと、一時期、ソノシート付き紙芝居
④が

























































こちて、ころがっていく。爺がころがるだんごを追いかけていくと、 「お地蔵さんの穴までころぶ」といってあなへおちる。爺も追っていくと、 がある。爺が泥のつかな だんごを差し上げると、地蔵は遠慮する爺を膝から肩、肩 ら頭へとあげ、夜、鬼が来るから鶏のまねをするように教える。爺が教えられたとおりにす と 鬼は夜明けだと思い逃げ去る。そこで、爺はのこされたお金（宝）を持ち帰
　　　
この話を隣の爺婆が聞き、まねをする。爺はわざとだんご

























































































どうしてだんごをつくるのか（おひがんになりましたから） どうやってだんごがおっこちるのか（おじいさんの手 らポロリッと）が書き込まれている。　「ころころ」と言いながら画面を抜く〈抜き〉の演出で、だんごに動きが加わり、続く二場面のだ ごを追いかけるおじいさんにも動きが加わっている。紙芝居の中の時間が動き出したと言ってよいだろう。　説明の多かった画のＢの脚本は、Ａに比べると、淡々と出来事




かれておらず、印象的なうす黄色とオレンジピンクのバックに、転がるだんごとだんごが目指す穴、裸足で追 かけるおじいさんが浮き出 ように描かれている。こ 場面 は、おじいさんが大きく描かれ、表情がよくわかる。この表情と背を げ両手を前にのばすおじいさんの画か は思わずだんごを追いかけるおじいさんが伝わってくる。　
Ｂの画では、だんごの転がる道の様子、道ばたの草花 家とだ





































































姿の地蔵の膝にど ようにのったの と うような具体的なことには立ち入らず、テンポ良く描いている。背景などが具体的に書き込まれない所は、まるで おじいさんと地蔵にスポットライトがあたっているようである。　
Ｂは、画に穴の中の具体的な様子が描かれ、おじいさんの動作
が時間を追ってそ ぞれしめされ 。時間 進みが細かく追われる特徴がある。一方脚本は、すっきりとした会話文を中心に登場人物の心の動きなどに立ち入っていない。　（六）宴会か賭博か　Ａの五場面は、鬼たちの宴会風景。車座にすわり杯をあげる鬼
と左奥に地蔵の頭の上の口 開いたおじいさんがやはり背景なしに描かれる。脚本は、宴会とおじいさんが鶏の鳴き真似をするところまですすむ　
Ｂの六場面は、中央に、小山の小判を中に円座になりサイコロ

















































ある。 「さいころ」について知らない観客のことも考えられて、「かった」 「まけた」などの台詞がはいり説明をしている。　（七）声の視覚化　Ａは五場面で、鶏 鳴き真似まで脚本が進んでいるので、六場
面の画は、鬼たちの走り去る後 姿と中央に小判とたから、頭に手を置くおじいさんと後ろ姿の地蔵が背景 書き込み無く描かれる。　
Ｂの七場面の画は、大きな声をだしている地蔵の頭の上のおじ
いさんがアップで描かれる。おじいさん 声は、雷を絵に表したときのような白い光のような絵によって表現 れている。漫画で、登場人物が大声を出していることを伝えるときなどに縁 ギザギザした吹き出しにな のに似ている。Ｂは、動きだけでなく音まで視覚化するように描き込まれている。　
声の視覚化は画におもしろさ、わかりやすさをもたらすが、同























































地蔵が、表情を変えたり、言葉を発したりすることなく伝えている大変に洒落た箇所である しかし じ手が観客に自分の感想を直接語りかけるようなこの部分は、熟練者でなけ ば演じるが難しい所ではないか。演じ方次第で 昔ば しの持つ独特おもしろさから離れてしまうだ 。　
一〇場面、右側に、地蔵の上にあがった隣のおじいさん。両手
を口にあて、画面左側のお に叫んでいるポーズ 五場面と対になる場面だが、鬼と地蔵の位置が左右いれかわっており 宴会中の鬼の場面であった 逃げる鬼が描かれ対の場面だという意識はない。一一 、画面中央で鬼たち 殴られるおじいさん。　
一二場面に遠景で、首をうなだれて家路につくおじいさん。こ
こまで、背景はほとんど書き込まれこなかった 、最後の場面になり、はじめて周り 景が 、一場面に描か ていた季節を表す桃の花が一場面と同じように画面左手前に てい
る。遠景のため、おじいさんが鬼からどのような仕打ちを受けたかは具体的には、わからな 画になっている。　
隣のおじいさんが、迫力のある恐い顔つき、目つきで描かれ、





の山を喜ぶお いさんとおばあさん。左奥 隣の家。おじいさん 家へやってくる、驚いた表情のおばあさん　
一〇場面、中央に恐い表情でだんごを蹴る隣のおじいさん。右
奥、遠景に両手 あげて見送る隣の 二場面と道端に咲く花などがほぼ同じで対になっている印象がある 丸顔のおじいさんに対して隣のおじいさん 細長い顔で描 れ、対比がわかりやすい。　
一一場面、地蔵の右側に位置する隣のおじいさんがだんごを二
つに分け、泥のついた方を地蔵 口元へ持って行く 隣のじいまと地蔵の上半身が描かれる。はじめのエピソードの際には地蔵にだんごを食べさせる場面は画になっていなかった。ストーリーが進む中で、Ｂの地蔵は、生身であるかのように表情で意思をあらわし、目や口ををあ たり閉じたりす ようになっている。　
一二場面、隣のおじいさんが、草履のまま地蔵の頭の上にのる。



































はコブが六こ。両手を前にさげ苦しそうな表情。片足ははだし。わらじは、一足壊れ手に持っている。進行方向に、驚いた表情で腰を落としている隣のおばあさん。その奥に、初めのおじ さんの家、庭の鶏二羽。家の中のおじいさんと ばあさんが、歩いてくる隣のおじいさんをみている表情が小 く描かれる。左手前は畑。隣のおじいさんの怪我の具合がたんこぶ六こだっ な 非常にくわしい具体的な描写がされている　
脚本は、台詞が中心で、詳しい描写などはなくシンプルな運び






　『だんごころころ』は、物語りをテンポ良く、終わりに導くような脚本で、扇のモチーフや自在鉤のエピソードを省いている。画は、背景などは描き込まず、登場人物がうきあがるようであ緩急を感じる筆の跡 、出来事を説明する ではなく、登場人物の内面が表出している。脚本の言葉と、 〈抜き〉の演出と、画の放つ力強さが紙芝居に臨場感をもたらす。　『だんごとじぞう』は全一六場面の紙芝居にしている。これは、
『だんごころころ』より四場面多い。場面が多いことで、時間経過が丁寧に進む。画は、はっきりとした線で、場景 具体的に視覚化してみせ、少しずつ進む場面を詳細に描いている また、一場面ごとの画に盛りだくさんに描き込まれた事象は、脚本の空白をうめている。　
脚本は台詞中心で、 「ひゃー」 （四場面） 、 「はい〜〜〜」 （五場面）
「あややや！」 （九場面） 、 「なんか
　










































一九八六） 、酒井京子・日下部茂子『紙芝居を演じる（図書館ブックレット・あなたにもできる実技編） 』 （図書館流通センター 二〇〇三） 、まつい
　





























一九八五、 七）には、 「 『さるかにがっせん』 『ももたろう』 （中略）など、日本のおとぎばなしを紙芝居にしたものは多いのですが、多くは紙芝居化に成功していません。 （上地／わしお） 」 （一二九頁）の記述がある。
⑫本稿で取り上げる紙芝居の他に、 同じ昔ばなしを 化したものに『お
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